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凌聖愚遊<りょうせいぐゆう>7
弾射音
日曜日はまたゴルフだ。接待ゴルフってか。典型的な重役の生活だな。
真一がゴルフをしている間、どこで時間を潰すのかが問題だ。まさか、こっちまでゴルフをするわけにもいかないし。だいいち、、仕事中にゴルフをするような気分ではない。しかたなしに、おれはゴルフ場の近くのカフェで時間を潰すことにした。
真一がゴルフ場に到着した時間はわかっているので、ころ合いを見計らって早めにゴルフ場の正面に行けばすむことだ。ちなみに、今日もおれはレンタカーを使っている。
おれはカフェの駐車場にレンタカーを入れ、窓際の席に陣取った。窓からはゴルフ場の建物が見えるが、もちろん、中の様子は全く見えない。おれはあらかじめ持久戦とわかっていたので、本なんかを持ち込んで読みはじめた。コーヒーを飲みながら読む探偵小説は格別だ。おれは普段酒を飲まないので、コーヒーがその代わりになっている。小説の中で、アメリカ合衆国の探偵は気障な科白をのたまいながら事件を解決していく。別に探偵小説を参考にしようというのではない。ただ、探偵というものが世間一般にはどう思われているかを知るために読むのだ。もちろん、単なる楽しみに読んでもいる。小説の中では、探偵は重大な事件を扱い、解決する。現実とは大違いだが、これが世間一般の認識だろう。浮気調査なんかの地味な事件、地味な活動は、世間一般では想像もつかないだろう。
初めての浮気調査だが、おれはけっこう一所懸命にやってるんだぜ。
途中で昼飯を食った。それからまたコーヒーだ。午後三時を過ぎ、そろそろ潮時と思って店を出る。再びレンタカーをゴルフ場の入口が見えるところに止め、見張る。
しばらくして、真一が仲間と共にゴルフバッグを担いで出てきた。そのまま駐車場へ行く。おれは彼のベンツが出てくるのを待った。ベンツはすぐに出てきた。仲間のボルボと一緒に、もと来た道を走っていく。おれはできるだけ車間距離を置いてそのあとをついていった。
ベンツと仲間のボルボは途中の喫茶店の駐車場に入っていった。おれはちょっと迷ったが、結局、同じ店に入っていった。話し声が聞こえる程度の距離を置いたボックス席につく。真一たちはコーヒーを飲みながら談笑している。おれはあまりゴルフをしないのでプレイの後にクラブハウスで何をするのかよく知らないが、きっと軽く汗を流して出てきたんだろう。ゴルフ場のクラブハウスに浴場があることくらいはおれも知っている。
おれは真一たちより一足早めに店を出た。そのまま、駐車場で待機する。
小一時間もして、真一たちが出てくる。ベンツとボルボは違う方向へ向かい始めた。おれはもちろん、ベンツを追いかける。
おかしいな。ゴルフの後は飲み会じゃかなったのか。玲子はそんなようなことを言っていたはずだ。いったん別れて、夜に再び合流するのだろうか。それとも、あらかじめベンツを駐車場に入れて、地下鉄で飲み会の会場に向かうのか。どちらでもいい。どうせこの仕事以外にすることはない。つかず離れず、尾行するだけだ。
ベンツは新宿に向かっている。いったいどこへ行くのかな。飲み会までの時間つぶしか。それとも女のところへ行くのか。それにしても、真一は尾行されているのに全く気づいていないらしい。レンタカーを毎日変えているし、けっこう車間距離を置いてうまく尾行しているからだろうが、ちょっと鈍いと言わざるを得ない。やはり、浮気なんかしていないのではないだろうか。浮気してたら、そして今、女のところへ行こうとしているのなら、周囲の目を気にするだろう。
少なくとも、警戒しているような様子はない。
真一のベンツはとある百貨店の駐車場に入っていった。おれはあわてて同じ駐車場に車を乗り入れた。ベンツが見えるところにレンタカーを停める。ベンツから出ると、真一はエレベーターには乗らないで、駐車場の出口へ向かった。気づかれないように尾行する。外へ出ると、真一は人ごみの中を百貨店の入口とは別の方向へ歩きはじめる。
シティホテルに入っていく。おれは歩道からガラス越しに中を覗き込んだ。いよいよか。ここで浮気相手と待ち合わせなんてな。真一はロビーの一角のカフェテリアに入っていく。おれは少し迷ったが、結局、ホテルの中に入って真一の姿が見える位置にあるロビーのソファに腰を下ろした。
女は待ち合わせていなかった。ウェイトレスが持ってきたのはコーヒーだった。コーヒーの好きなおっさんだなあ。あんまり飲むと健康に悪いぞ。
真一はコーヒーをちびちび飲むが、どんなにちびちびでもいつかはなくなってしまう。そのあとはときどき水に口をつけて、時間を潰している。ときどき、辺りを見回している。そのうちに、しょっちゅうホテルの入口に目をやるようになった。腕時計にもときどき目をやる。人待ち顔だ。浮気相手かな。おれは念のためにスマホを上着のポケットから取り出してカメラを起動し、テーブルの上に置いた。
真一がぱっと明るい笑顔になる。おれはとっさにホテルの入口に目をやった。
入ってきたのは、二十代後半ぐらいの綺麗な女だ。栗色のロン毛。ピンクのスーツ。タイトスカート。ハイヒール。ハイヒールを履いてなくても背が高い。ハイヒールのせいでめちゃ背が高くなってしまっている。俺よりちょっと背が低いくらいだ。女はまっすぐにカフェテリアの入口へ行き、真一の席へ向かった。
真一が女を振り返って見上げる。女は笑顔になった。おれはスマホを手に取って撮影を始めた。女が真一の向かいに座る。ウェイトレスがやってくる。オーダーを取ったウェイトレスが去ると、真一と女は笑顔でおしゃべりを始めた。だが、あいにくここからでは何を喋っているのか聞こえてこない。これ以上接近するのは無理だろう。カフェテリアの近くの席に座るのはもってのほかだ。
ウェイトレスが女の紅茶を持ってやってくる。紅茶に口をつけて、女はバッグからA4の茶封筒を取り出して真一に渡す。真一は封筒から紙の束を取り出し、目を走らせる。おれはそんな様子を撮影し続ける。真一が紙の束から目を上げ、二言三言いう。そのまま談笑がつづく。なんだ。仕事上の付き合いか。そう思ったが、仕事上の付き合いと肉体の付き合いとを兼ねている可能性もある。おれは見張りを続けた。
やがて、真一と女が席を立つ。二人がホテルを出てから、おれは立ち上がって後を追った。
二人は百貨店の方角へ歩いていく。女が長身なので、見失うことはなかった。百貨店の駐車場に入っていく。二人してベンツに乗り込む。ベンツは駐車場を出ていく。おれは何とか気づかれないように後を追った。
しばらく走ると、ベンツが郊外へ向かっているのがわかってきた。
走っているうちに、辺りは暗くなってきた。新宿を出て、やがて住宅街に入る。それからしばらく行き、郊外の幹線道路を走り始める。
やがてベンツは、一軒のラブホテルの駐車場に吸い込まれていった。
ラブホテルとはな。ほんとは洒落たシティホテルに泊まりたいのだろうが、不倫だから人目をはばかってるのだろう。ラブホテルの場合、匿名性が高い。場合によっては、ホテルの従業員やほかの客と一回も顔を合わせないまま泊まったり休憩したりすることができる。
おれはベンツがその駐車場に入るその瞬間を撮影した。ホテルの外観も撮影した。そのまま、しばらく路肩に車を停めた。
それから、おれはレンタカーを返しにレンタカー会社へと向かった。
今のところは、これ以上何もすることがない。あとは玲子に報告するだけだ。
小説指南セレクト
栗林元
【キャラクターの造形とは】
物語内でのキャラクター(登場人物)の違いをどう描くのか、という質問をいただいた。今までも「会話の描写」などで少し触れたが、物語における各キャラクターの造形などについて考えてみよう。
マンガの場合は、下手な作家でもキャラの違いをまず外見で出すことができる。髪の色、髪型(アホ毛を立てるとかね)など、日本のマンガではキャラ自体が多分に記号的であるからだ。
だが小説の場合はもっと「根本的」なところでキャラ造形をしておかねばならない。それは、いろいろな物語内の状況(シチュエーション)でそのキャラクターがどう感じ、どう判断して、どう行動に移すかという「行動原理」を固めることである。
これがしっかりと作家の中で把握できていれば、行動もセリフもそのキャラにふさわしいものが自ずと出てくる。先ほど記号的といったマンガでさえ、キャラたちの行動原理はきっちりと決まっているはずだ。
多作なプロの作家には、この「行動原理」のキャラクター造形がしっかりできていれば、物語は自然に転がっていくと豪語される方もいる。
逆に書き慣れていない新人作家は、ストーリーを転がすために、主人公の行動原理に反するようなことをさせてしまうこともある。その、場合、読者は、何だかご都合主義で物語が進んでいく印象を受けてしまう。
慣れてくると自分で違和感を感じて再考できるようになってくる。コーチしている生徒さんの中には、既にそのレベルの方もいて、自分で「このシーンはないと思うわ」と、きっちり自然なストーリー展開に直してくる。
ただ、登場人物の行動原理が物語を通して変化することは当然ある。彼らも物語内で成長するからだ。むしろその成長こそが物語の中のドラマになるのである。それだけに、その視点を欠いた作品は浅いものになる。
この登場人物の成長自体が物語の中心をなす作品もある。それが成長物語(ビルドゥングスロマン)と呼ばれるものである。
人物造形(悪役編)
先日のレッスンで、「悪役、敵役、嫌な奴」などがうまく作れない、うまく書けないという相談を受けた。
作品内のどのようなキャラクターも、実際はすべて作家の心の延長線上である。
では、どうすればいいのだろうか。
悪役の持つ「悪」には必ず原因がある。嫌な人物の「嫌な面」にも必ず原因がある。そこから考えるのだ。
悪になる原因の一つは「弱さ」である。スターウォーズのアナキン・スカイウォーカーがフォースの闇黒面に落ちてダース・ヴェイダー卿になってしまうのは、妻パドメを死から守ろうとしたのが原因であるってのが典型的。
また、理想実現の為に手段を選ばずに酷薄な悪となるってのもある。
嫌な奴の場合も、やはりその原因は、本人の弱い気持ちだったりする。
ネガティブな、劣等感、ひけめ、妬み、嫉み、嫉妬、そんな気持ちに対する心理的防衛が、彼を嫌な奴にしているのかもしれない。
「弱さ」も「ネガティブな感情」も、誰もが持っている感情の延長線上の気持ちである。これならば書ける。また、こういう事情を考えると、どんな悪い奴も、嫌な奴も、作者として感情移入して書けるようになる。主役や読者から憎まれる悪役も、作者だけは理解してやろうじゃないか。そうすることによって悪役の行動が、彼の行動原理では納得できるものになる。決して物語のためのご都合で動いているわけではなくなるのだ。
さらに、エンタメの作家ならば、一歩突っ込んで魅力のある悪役を作ってほしい。そのためのキーワードが「二律背反」である。相反する要素が同居することで、悪役の人物像が深まり、陰影が増すのだ。
具体的には次のようなこと。
「美しいけど、醜い」
「怖いけど、優しい」
「強いけど、弱い」
例)「美しい外貌と、醜い欲望」、「美しい理想を実現する酷薄で非道な手段」、「コミカルなピエロの姿の殺人者」、など。
この二律背反こそが、作品内のドラマの重要なポイントであることが分かると思う。
魅力的な悪役を造形できたときこそ、作品の成功は約束されるのだ。
小説指南https://cyta.jp/novel/s/shousetushinan/
宇宙キッドの作り方
murbo
63式戦車
世界大戦に日本が敗戦後、戦勝国に占領され、兵器の研究、開発、製造を禁じられた。しかし、近隣国の内紛に戦勝国が参加したため、再軍備化を命じられた。
その際の武装は全て供給されたが、戦勝国では旧式化したものであった。そのため、内紛が終息する頃、新型戦車の配備を迫られていた。その意向に対応するように自国での開発の声も高まっていた。特に戦時中に戦車を開発していた企業、その関係業界に関係の深い政治家による後押しが強く、当時大きな動きでもあった民間の政治団体などの激しい反対運動もある中、国産戦車の開発が決定された。戦勝国の新開発の中型戦車M43ブレンバイサー(Bullenbeisser)のライセンス生産の意見も強くあり、この話し合いの長期化が開発にも大きな影響を及ぼした。また、当初の兵器開発禁止事項により開発環境の大半を失っていたために、開発状況もけして良好ではなかった。
戦車という呼称に関しては、民間政治団体への配慮もあり、一時期は特車と言い換えられていたが、63式が配備される頃には戦車と呼称されていた。これについては特車は表向きのポーズであり、元々戦車のままだった。
仕様は国内のみで策定された。戦闘重量が25t、主砲はブレンバイサーにも採用された90mmで副武装の12.7mm銃機関銃も同じく採用されている。これは自国での開発が出来なかった事や生産コストの問題、共同作戦時の運用面など様々な理由からである。
ブレンバイサーそのものを採用しなかったのは日本独自の地形も考慮されている。田畑など泥地が多い、また市街地の車道の幅員なども大型化する戦車の時流に乗る事はなかった。
その代わり枯れた設計である前世代にあたるM39戦車を参考にしているため、軽快な操作環境と整備のしやすさがあった。
エンジンは自国開発を目指したが、開発の遅れがありM39後期型に搭載した空冷ガソリンエンジンを搭載している。これは当時であっても非力であり、後に国産の新開発ディーゼルエンジンに切り替えている。
設計思想も同様に古いため、各国の新型戦車が低重心、大型化する中、重心の高い設計になっている。
この重心の高さは通常の作戦ではデメリットとなるが、当時多発した未確認物体、特に大型生物に対しては有効で、市街地作戦用にゴム製の履帯も開発された。
対大型生物では善戦し、目標に致命傷を負わせることに成功している。
未確認物体には殆ど対応できず、戦車中隊が全て焼き尽くされるという大損害に見舞われている。
車体を利用して自走対空砲、電子熱線砲などが計画された。
63式戦車
全長/8.19m
車体長/6.30m
全幅/2.95m
全高/2.49m
重量/34t
懸架方式/トーションバー式
速度/45km/h
行動距離/180km
武装/主砲63式52口径90mmライフル砲
7.62mm機関銃M1919A4(主砲同軸)
12.7mm重機関銃M2(砲塔上部)
装甲/砲塔 101mm、車体 55mm
エンジン/4ストロークV型12気筒空冷ガソリン
乗員/4名
63式戦車は架空戦車ですね、F-95JやJ21a見たいな戦闘機と同様に現実の兵器をもとにしていまして、61式戦車とシャーマンM4A1E8にウォーカーブルドッグを少々混ぜています。それよりも一番のモチーフは東宝自衛隊の戦車です。あのもっさりした役に立たなさでなくて、妙に背の高い感じをイメージしているのです。以前に東宝自衛隊の戦車の形について調べたところ、形も種類も安定していなくて。
相原模型という今は無い模型メーカーの1/15リモコンプラモの登場が多いのですけど、これは61式そのものではあるものの、鈍臭い雰囲気だけを再現していて、他は無しな状態で背が高い感じはしないのです。では、そういったものは何だったのかというと、シャーマンM4A1E8の模型だったのです。こちらは商品をそのまま流用でなく、作り起こしのようで箱組みした雰囲気が感じられます。これが前に出てくる回数が多いので印象に残ったんでしょう。どちらにしてもこの頃は自衛隊が怪獣と戦っていることだけが必要で、戦車はマクガフィンのようなものだったんたろうな。このシャーマンも実物を完全再現しているとはいいがたい。
作り方は、モデルにしている実物の資料を見たり読んだりして仕様を作り、スケッチを描き、それを見ながらモデリングしています。履帯をゴムに設定しているのは、主に市街地で怪獣と交戦する事を想定しているからです。作成工程は、全体の大まかな形を出して、細かく作り込みます。サーフェイスはちょっと手抜きして、今回は手描きしていないです。毎回手描きしてたのですが、UVマップの編集がしんどくてブロジージャルだけで設定してます。沢山いると戦車らしさが出るので、と言っても三台だけど並べています。
てなことで、あんまり好きじゃない戦車を作ったのは、一回作っておけば対空砲や兵員輸送車とかバリエーションを作りやすくなって、後々便利だからだ。怪獣ものも辛くないぞ!w じゃ、次ぎ行ってみよう!
【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
※この本は英語版です。
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
※この本は英語版です。
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
【栗林元既刊本】
神様の立候補/ヒーローで行こう!
平成二年の第三十九回の衆議院総選挙を舞台にした作品。主人公・西本は地方新聞・東海新聞の専属広告会社の営業。彼に下された使命は、泡沫候補の新聞用選挙広告を法定回数五回分を全て東海新聞の扱いで獲得すること。選挙広告の扱い件数は新聞の信頼度を計るバロメーター、他紙の専属広告会社も黙ってはいない。さらに問題が一つ。その候補者は、「龍神様のお告げで立候補を決意した」というおばあちゃんだったのだ。西本は無事に扱いを獲得できるのか? そんな新聞広告の内側をユーモアたっぷりに描いた作品。この作品は、平成三年三月の「第二回ビジネスストーリー大賞」(テレビ東京主催・日本経済新聞社後援)で佳作入選した小説に加筆したもので、今回が初公開。
もう一編の「ヒーローで行こう」は平成十四年の作品。ツイッター登場の四年前、地方都市に住む四人のオタク中年が、ひょんなきっかけから正義の味方をすることになる物語。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00IB9F4OE
1988 獣の歌/他1編
気がつくと、「獣」は新生児の心の中にいた。しかも、今まさに殺されようという瞬間だった。
間一髪、肉体から抜け出した獣は、一人の少女の心に飛び込んでいた。しかし、無理な跳躍で、多くの記憶を喪失してしまう。
人の心から心へ、性行為を媒介にして移動する獣。肉体もなく、意識の中に隠れ住む獣。
その知性は人より神に近く、その特性は、人より獣に近い「私」を語り手に、人の心に秘めた悲しみと欲望を赤裸々に描く。
私(獣)とは一体何者なのか。何のために人から人へと移動するのか。そしてどこへ行こうというのだろうか。異色のエロティックSFホラー。
他に、ハードボイルドミステリースタイルの官能小説「探偵・隆」を収録。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00KK5I61U
盂蘭盆会●●●参り(うらぼんえふせじまいり)他2編
「盂蘭盆会●●●参り(うらぼんえふせじまいり)」
18歳を目前にしたお盆の夕食で、仁は 「明日のお参りにはお前も来なさい」と、父から告げられる。同じクラスの中にも、もう「お参り」をしている者が何人かいた。話によれば長男は兄弟の中でも比較的早く「お参り」に連れていかれるのだという。果たしてそのお参りとはどのようなものなのか。
「毛布の下」
少年時代の夏休み、あの空き地の廃屋で見た腐った毛布の下にあったのは、噂の通り、殺された少年の死体だったのだろうか。
「尋ね人」
週一回のペースで、1年近く掲載され続けている尋ね人広告。事故死した前任者の葬儀で出会った美しい母娘に秘められた悲しい宿命が、広告マン西本を翻弄する。
1990年代から2000年代前半にかけて書いた「奇妙な味」系の作品を集めた作品集である。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NCD05MK
薔薇の刺青(タトゥー)/自転車の夏
「薔薇の刺青(タトゥー)」
「姉のマリアンを探してほしいのです」、たどたどしい日本語で涙を浮かべた依頼人は、フィリピンからやってきた美貌のシンガー、テッシー・パドレスだ。保険事務所の下請け調査にうんざりすると、ついつい私は、こんな案件を受けてしまう。
日本人と結婚して永住権を手にしたマリアンは、どこへ消えたのか。昭和六十年の名古屋市を舞台に、外人タレントプロダクション、偽装結婚、など、裏社会を描いたハードボイルド作品である。
「自転車の夏」
青空文庫に収録された青春小説に加筆した作品。
一九七七年春、栗山肇・十九歳は、かろうじて滑り込んだ愛知大学で、右も左もわからぬうちに少林寺拳法部に入部した。高校三年間、天文部で望遠鏡を覗いていた肥満気味の少年が、マンガ家志望で受験中にもケント紙にペンを走らせていた生粋の文化系の学生が、体育会でも最右翼の武團連合といわれる厳しさで右に出る者のないクラブ・少林寺に入ってしまったのである。
「俺達、この四年間で恋なんてできるんだろうか…」
体育会の一年生の、恋や青春の葛藤や政治に対する怒りとは、全く無縁の疾風怒濤の毎日を描いたユーモア青春小説である。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00RQ5LMQ8
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
murbo/北極大陸、第15号の編集後記です。気が付くと15号目でした。そして今号から渡辺さんが参加です。
渡辺 哲也(以下、渡辺)/はじめまして、宜しくお願いします!
murbo/新入社員みたいだw
渡辺/あれ?こういうノリじゃない?w
murbo/いえいえ、途中から参加する人が初めてなので。
こちらこそよろしくお願いします!
栗林 元(以下、栗林)/よろしくお願いします
渡辺/栗林さんはじめまして宜しくお願いします。
当面、リハビリで描いてるメカの絵を提供させていただくというスタンスで参加させていただきます!
栗林/私もリハビリ的に書いてたんですが熱入ってしまった昨年でした。
murbo/北極大陸はリハビリセンターかw
渡辺/北極でリハビリって過酷ですねw
murbo/うちはブラックですよw
渡辺/手癖で描いちゃうようなメカを脱却して、なるだけ変なモノを描いてこう!と思って始めたんですが、
自分で変だと思っているモノを公開する場ってのはなかなか無いものでw
地球の果てでようやく公開できたとw
murbo/渡辺さんに何か頼むときは3DCGじゃないことばかりで変な恐縮してて、そういってもらえるとありがたいですね。しかも北極に大陸無いしねw。
渡辺/気楽に遊ばせてもらいます~!
murbo/改めてよろしくお願いします~!
murbo/今回の小説指南のキャラクターの話はマンガでも応用効く内容でしたね。
栗林/ストーリー作りの基本は漫画も小説も映画も一緒です。もともと、20代の時は、小説と一緒にシナリオなども書いていまして、初めて予選を通過したのは実は小説ではなくシナリオでした。映人社の「シナリオ」とか「ドラマ」を毎号買っていました。
興味深いのは、ハリウッドのメソッドでクーンツは、「主人公には弱点を持たせて、クライマックスでそれを克服させる」と言ってるんですが、日本のシナリオ作家・笠原和夫も「主人公には業を背負わせ、ラストでそれに落とし前をつける」と、まったく同じことを言っている。セオリーってあるんです。
murbo/ウルトラマンの三分ルール見たいな事ですね。
今回から全部の掲載にトビラをつけました。Epubはデザインがやりようが無いから、あっさりした文字組みだけにしたら寂しすぎました。
画像を入れるとデータサイズが大きくなるので、恐縮しつつデザインしてます。
murbo/ということで、苦手な戦車を作りまして、戦車について勉強する機会が出来ました。一週間くらいは戦車博士ですよw
murbo/皆様、編集後記おつき合いありがとうございました。来月もよろしくお願いします。次号の予告が出来ていない北極大陸ですが、次回、第16号の表紙は国宝でございます。
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